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ジブチ月例報告  

（２０２６年５月）  

在ジブチ日本国大使館  

 

【内政】  

●５月９日、ジブチ大統領就任式が開催され、ゲレ大統領の６期目が開始した。同

就任式へは、エチオピア、ソマリア、イエメン、南スーダン、ガボン、スーダン、

ブルンジ、エジプト、ルワンダから首脳（副大統領、首相含む）級が参加し、フラ

ンス、アルジェリア、モロッコ、ケニア、オマーン、タンザニア、コートジボワー

ル、リビア、日本（大西外務大臣政務官）、アンゴラ、中国から閣僚（政務官、国

会副議長含む）級が参加した。 

●５月１４日、大統領令により、アブドゥルカデル首相が再任された。 

●５月１７日、大統領令により、新内閣が発表された。投資・民間部門開発長官が

投資・民間部門開発担当大臣に格上げとなり、２２大臣、３担当大臣、１担当長官

体制となった。留任１１名、閣内異動９名、新任６名の構成。 

●５月１９日、ゲレ大統領は、新内閣の全閣僚を招集して第一回閣議を開催し、政

府方針骨子に関する演説を行った。ゲレ大統領は、①政府の最優先課題としての包

摂的開発、②工業化及び成長セクター投資による経済開発、③社会開発の強化、④

経済・地政学的危機の管理及び強靭性の強化を新政府方針として提示するとともに、

結果主義の効率的なガバナンスを採用し、省庁間の連携を円滑に行うよう閣僚に呼

びかけた。 

 

【外政】  

●５月１１日～１２日、オマール外務・国際協力大臣は、ケニア・ナイロビで開催

されたアフリカ・フォワード・サミット（アフリカ・フランス・サミット）に参加

した。同サミットが英語圏で開催されたのは初であり、ジブチからオマール外務・

国際協力大臣がゲレ大統領代理として参加した。 

●５月１７日、オスマン（S.E.M. Osman Doubad Sougouleh）駐ソマリア・ジブチ大

使は、ハッサン・シェイク・ソマリア大統領に信任状を捧呈した。 

●５月１８日、アフメド（S.E.M. Ahmed Abdillahi Ahmed）駐ジブチ･ソマリア大使

は、ゲレ大統領に信任状を捧呈した。 

●５月１８日～２０日、ディレイタ国民議会議長率いるハイレベル代表団は、セネ

ガル・ダカールにて開催された第３２回フランコフォニー議会議員会議（ＡＰＦ）

アフリカ地域総会に参加した。同総会は、アフリカ大陸における議会間協力の強化

に焦点を当てたもので、ディレイタ国民議会議長は、ファイ・セネガル大統領との

会議中の会話の中で二国間の友好関係を確認した。 
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●５月２５日～２９日、ニモ（Mme. Nimo Boulhan Houssein）国民議会議員率いる

ジブチ・仏議員友好グループ代表団が仏国民議会を公式訪問し、ブロン・ピヴェ(Mme. 

Yael Braun-Pivet)仏国民議会議長、ジャック（M. Jean-Michel Jacques）仏国防委

員会委員長、ペラン（M. Cédric Perrin）アフリカの角諸国仏上院議員友好グルー

プ議長等との間で会談を行った。 

 

【経済・開発】 

●５月１日、中国はジブチを含む外交関係を持つアフリカ５３か国に対し、関税 

撤廃措置を全面的に適用するとした。なお、ジブチに対しては同措置以前から関税

撤廃措置が適用されていたと考えられる。 

●５月５日、モハメド商業・観光大臣（当時）は、インフレ圧力への対応と家計の

購買力維持のため、商業慣行監視国家センター立上げを発表した。 

●５月１４日～１５日、港湾フリーゾーン庁の代表団は、ルワンダ・キガリで開催

されたアフリカＣＥＯフォーラムに参加した。同フォーラムには、カガメ・ルワン

ダ大統領を始めとする各国首脳陣、７５か国２５００人以上の経営者、投資家等が

参加した。 

●５月２０日、ゲレ大統領は、エチオピアの投資促進担当機関であるエチオピア投

資ホールディングス（Ethiopian Investment Holdings）のブルック（Dr. Brook Taye）

ＣＥＯと会談を行い、エネルギー開発プロジェクトについて議論を行った。 

 

【保健・衛生・社会】  

●５月３日、カミル・スポーツ庁長官（当時）とトレス駐ジブチ・キューバ大使は、

スポーツ分野における新たなパートナーシップ合意に署名した。合意内容は、プロ

スポーツサービス提供のキューバスポーツ(CUBADEPORTES S.A)社への委託やアスリ

ート交流等多岐にわたる。 

●５月２２日、在ジブチ中国大使館は、国民教育・職業訓練省の協力の下、中国語

コンテストをジブチ国立図書館・公文書館にて開催し、１８名の高校生が参加した。

優勝者は、中国で開催される国際決勝大会に参加する予定。 

●５月３０日、ジブチ共和国は、サウジアラビアのハッジ・ウムラ省（巡礼を管轄）

がメッカで開催した２０２６年ハッジ閉会式典で金賞を受賞した。同賞は、数か月

にわたり巡礼者に提供されたサービスの質を評価するもの。 

 

【軍事・治安】  

●５月７日、ジブチ消防局は、トルコ協力調整機構（ＴｉＫＡ）の協力の下、消防・

道路救助研修を修了した。 
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●５月１３日、ジブチでテロ及び越境犯罪ネットワーク対策に係る地域協力会議が

開催され、アブドゥルカデル首相、ハッサン・サイード治安庁長官に加え、東アフ

リカ１３か国の情報機関の長官、当地外交団等が参加した。 

  

【日本関係】  

●５月９日、大西外務大臣政務官は、ジブチを訪問し大統領就任式に参加したほか、

ゲレ大統領、オマール外務・国際協力大臣及びディレイタ国民議会議長と会談した。 

●５月１２日、自衛隊ジブチ活動拠点開設１５周年記念行事が開催された。 

●５月１４日、草の根無償資金協力によるハヤブレイ第一小学校建設計画の起工式

が開催された（大河内大使、バレー・イスラム担当ワクフ大臣他出席）。 

●５月１９日、令和７年度補正ＩＯＭ案件「自由移動・貿易促進に向けた国境管理

法的身元確認システムのデジタル相互運用性強化」（アフリカ連合（ＡＵ）日本政

府代表部主管）開始式典が開催された（大河内大使、ムーミン内務省次官他出席）。 

●５月１９日～２０日、内倉統合幕僚長はジブチを訪問し、ザッカリア統合参謀総

長と会談したほか、自衛隊拠点を視察した。 

●５月２１日、令和６年度補正予算ＵＮＩＣＥＦ案件「脆弱なコミュニティに焦点

を当てたジブチにおける栄養危機への緊急対応」完了に伴うファラハド総合病院の

フィールドビジットが実施された（大河内大使、モハメド保健省次官他出席）。 

 

（了）  

 


